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　わ れ わ れ は イセ エ ビ網漁魎に発症 す る ア カ トゲ トサ カ に よ る 気管支喘息の 2 症例 に遭遇 し、ア レ ル

ギー学的検討 を加 え，同 業者72名 に つ い て も藹査 し，そ れ らの 概要 を報告 し た．宮崎県大平洋岸 の イセ

エ ビ漁師 で毎年 9月解禁か ら 4 月 15昌 ま で の イ セ エ ビ漁期 に 捕獲物 を 網 か ら は ず す作業 に よ り， くし ゃ

み
， 鼻 汁，咳職 喘息発作 ， 眼結膜 の 充血．腫脹及 び 接触部位 の 皮膚炎を お こ す症例 を経験 した．漁期

で あ っ て も トゲ トサ カ （海産腔腸動物）が 捕獲 され ない 日は 発症 し な い ．ア ン ケ
ー

ト調査 に よ り同業者
は 眼，皮膚症状 は IOO％ に 認 め られ る が 気管支喘息 は 9％が 発症 し鼻症状億 39％に 認誇ち れ る．ア カ トゲ

トサ カ 生食水紬出画分 に よ る皮内反応 は イセ エ ビ漁師喘息例は即 時型遅延型 と も強陽性，他職種喘 息 io
例 で は 遅延反応 は陰性，即時反応は一

部 が 陽性，健常者 5例 は と も に 陰性 で あ っ た．ア カ トゲ トサ カ は

ヒ トに 対 し，感作原性 を も ち ア レ ル ギ
ー

症状 をお こ す こ と が 推 察さ れ 同時 に トキ シ ン の 直接作用 を併せ

も つ こ と が考え ら れ る 。ア カ ウ ミ 5サ カ に 起因 す る と考 え ら れ る 本 ア レ ル ギーは作業構造 の 変化 に よ っ

て 生 じた職業ア レ ル ギ
ー

と 考え ら れ る．
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緒　言

　　自然界に 存在 し， ヒ M
−
／．一．ア レ ル ギ ー症状を お こ す，

　天然 の 感作原性物質は花粉，ダ ニ ，昆虫 ， 真菌 そ の 他

　が報告 され て い る． こ れ らは 経気道的 に 吸入抗原と し
t

　て，経皮的に 接触抗原 と して，ある い は 経 口 的 に 食物

　抗原 と して ヒ トを感作 し，
ヒ トに ア レ ル ギ ー

症状を お

　こ す．海洋生物が ア レ ル ギ ー
症 状をお こ す例 と して は，

　すで に 研究報告 が な され た ホ ヤ 喘息
ユ，
一

‘レ
の ほ か

， 発症

　 の メ カ ニ ズ ム は 異 な る が ア メ リ カ 。 フ ロ リ ダ 州 で は 渦
’
鞭毛藻に よ る赤潮喘息

S｝G］な どが知 られ て い る，海に 囲

　まれ，水産業が活発な 本邦で は ，海洋生物に 含 まれ る

　未知の 天 然 抗原 に 捜する機会が多 く， ア レ ル ゲ ソ と

な っ て い る 生物種 も多 い と推測さ れ る．

　わ れ わ れ は最近宮崎県太平洋岸青島 の イセ エ ど 漁師

の 中 に毎年 9 月 1 日解禁 か ら 4月 15日 まで の 漁期 に イ

セ エ ビを網 か ら外す作業を行 うと喘息発作 ， 咳嗽，く

し ゃ み ，鼻汁 ， 結膜充血 と腫脹，綴痒 を伴 う皮膚炎 を

起 こ す症例 を見 い だ し
，

こ れ らが イ セ エビ と共 に網に

捕獲 され る腔腸動物 ア カ ト ゲ トサ カ を原因抗原 とす る

ア レ ル ギ ー症状で ある可能性 を疑 い
， ア レ ル ギ ー

学的

見地か ら検討を加 えた の で そ の 結果を報告 し若 干 の 問

題点を指摘し た い ，

対象お よ び方法
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　対象

　1） ア レ ル ギ
ー
学的検索を行っ た 対 象 は 後に 提示す

る イ セ エ ビ 網漁師 の 重症気管支喘息の 2 症例 （28歳男

子 と45歳女子）で あ る，

　2） ア カ トゲ トサ カ 生食水 抽出分画 に よ る皮内反応

は 他職種 の ア ト ピ ー
型 瑞息10症例 と健常者 5 例 に対 し

て も行 っ た ．
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　 3） ア ン ケ ート方 式 に よ る 同業者の 調査に お け る 問

診対象 は 宮騎県青島の イ セ エ ビ 網漁業従事 者72名 で あ

る．男性 34名，女 性 38名，年齢 20歳か ら68歳で 職歴 は

2 年か ら50年である．

　 方法

　 1）一
般抗原皮 内反応

　
一

般抗原 に よ る 皮 内反応 は ト リ イ 診断用 ア レ ル ゲ γ

エ キ ス を用 い，ハウ ス ダ ス F，花粉類，そ の 他 は 1000

倍液，真菌 5種 は 10000倍液を前腕 屈側皮内 に 0． 2ml

注射 し，15分後に 石崎の 方法η 81
に よ り判定し た．

　 2） 血 清 lgE値及び特異 互gE 抗体値 ，
　 IgG4値

　 RIST 法で 血清総 IgE量 を謝定 した．　 RAST 法及び

MAST 法 で 抗原 特異 lgE抗 体値を 測定 し た ．血 清

IgG4値 は ELISA 法で測定した．

　 3） ア カ トゲ トサ カ 生 理 食塩水抽出分画

　 ア カ ト ゲ トサ カ （1）endronePhthya 　nim ρonica ）50g を

3 倍 量 の 0．85％ NaCl を用 い 日 本精器 製 ホ モ ジ ナ イ

ザ
ー

で 3 分間冷却し なが ら抽出 し た．抽出液を 4 ℃，

13000Xg （10000回 転），30分遠心分離し て 上 清を得，

分子量分画 に 付 した．こ の 抽出液上清を限外炉過 に よ

る分子 量 分画 で 分子量 50000以上 ，分子量 sooeo 〜IOOOO

の 分画を得 た ．

　4） ア カ ト ゲ トサ カ 水溶性分画 に よ る皮内反応

　上記方法 3 で 作成 した ア カ ト ゲ トサ カ 生理食塩水抽

出分画を ト リイ 診 断用希釈 液に て 蛋白濃度を 13．8μ g！

m1 よ りO．OOI38μ g！ml まで 10倍 希釈で 各濃度液 を調

製 し た （分 子 量50 90以 上 の 分 画）．同 様 に 分子 量

1eOOO−−50000の 分 画 に つ い て も，蛋 白濃度3．8μ g／m1

よ り0．000S8
μg／ml ま で 10倍 希釈 で 各 濃度 液 を 調 製

し， こ れをイセ ＝ ビ網漁業従事者 の 喘息 2 症倒，他職

種 の
一般 ア ト ピ ー

型喘息10症例及び コ ソ ト ロ ール と し

て健常者 5 例の前腕屈側皮内に 0．02ml 注射 し，15分後

及 び 48時間後 に 発赤 と膨疹 の 直径 を計測 して ，即時型

反応と遅延型反応を観察した η帥．

　5） ア カ F ゲ トサ カ 特異 IgE抗体値

　上記方法 3で 作成 した ア カ トゲ トサ カ生理食壗水抽

出分画 の 分子量50000以上 と分子量50000〜10000の 分

画 に つ い て デ ィ ス ク を作成し，RAST に よ っ て 症倒 1

の 血清中特 異 IgE抗体値を測定 した．

　6） 同業 者 に おけ るア ン ケ
ー

ト調査

　ア ソ ケ
ー

ト方式に よ る問診に よ り，同業者 の 呼吸器，

鼻， 眼 ， 皮 膚症状の発現， 特に 作業の 種類 と発症 の 関

係に つ い て 調査 し た ．

Table　l　Clinical　symptoms 　observed 　in
　　　　 72｛cases 　of 　fishermen

Clinieal　sympt 。皿 s 一

Cough 16 221

Respiramry

濃 a 　 レ i ・

Nasai
SneezeRhinorrhea

一 一

肓 ，寸π厂
　　　　　　　　　　　　　　　 ：

Skin
In且＆皿 ma しion

Itching

　　　　 ！
72　　i　 10G
　　　　■

Eye
Hyper   ia
ItchiR9

　　 　　 」

72　　：　 100

　 Age 　　 2G− 68
　 Male 　　　　34　C且 ses

　 F巳皿 ale 　　 38　cases

〔》ccupation 　2〜50　vears

結　果

　 1）症例 の 提示

　 症例 1．N ．K ．，28歳 男牲，職業 ：漁師

　 主 訴 ：咳獄，喘 鳴を伴 う呼吸困難 ， くし ゃ み ， 鼻汁、

眼球結膜及 び眼険結膜 の 充血 と癌痒，手及 び 前腕 の 薀

痒を伴う皮膚炎．

　 現病 歴 ：患者は 10年前 （18歳） よ り イセ エ ビ 網漁業

に 従事 し
， 就業直後か ら鼻症状，眼症状 ， 皮膚症状が

認 め られ た が， 4年後 よ り気管支喘息発作が発現す る

よ うに な り， こ れ らの 臨床症状 は経年的に漸次増悪す

る傾 向がみ られ る．発作季節は 毎年 9 月 1 日 か ら 翌 年

の 4 月15日 まで の イ セ エ ビ 網操業期 と明確 に
一

致し ，

4 月16日 よ り 8B 末 日まで の 禁漁期に は発症 し ない と

い う年間 サ イ ク ル が 認 め られ る （Fig．1）．操業期 で

あっ て も網を沈設する海域に よ っ て ア カ ト ゲ トサ カ が

捕獲されて い な い 日に は 症状 は な く，こ れ が 大量 に 捕

獲さ れ て い る日は 上記 の 症状が著し く増悪す る，鼻症

状 ， 眼症状，皮膚症状は 捕獲物 を網 か ら外す作業を開

始 した時 か ら発現する が，呼吸器 症状 に 関 し て は 咳獄

は作業中 か ら続 き， 喘息発作は 日内サ イ ク ル が規則的

に認め ら れ，午前 6時頃作業終了前後か ら喘息を伴 う

呼吸困難発作が お こ る．19時前後 から再び ， 朝の 瑞息

堯 作 より強 い 発作 が お こ る （Flg．2）。こ の 発作は 放置

す る と明け方ま で 続 き，作業 が 不 可能と な るた め，近

医を受診し，鳥刺激剤吸入，ア ミ ノ フ ィ リ ン 静注 などの

治療 を受 けて い た．イ セ エ ビ 網禁漁期に は 別種 の 遠洋

漁業 に 従事 して い るが
，

こ の 期間は漁法が異な り， ト
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　　　　　　　　Fishery

Symptoms
Fishing　seaSDnProhibibon 　seasonFishl 自g　season

Co ロgh ，　Sputum 幵 （一） 升

Wheezing 幵 （
一

） 十

As 山 ma 　 attack 幵 （
一
） 升

Sneeze 料 （
一
） 朴

Rhinoτ rhea 卦 （
一

） 十ト

Dematitls 什 （一） 卦

C 。 nlunctiviUs 卦 （
一
）

．H一

Month 　 　 1　 2　　3　 　4　 5　　6　 　7　 　8　 　9　 10　 11　 12

　Fig，1．　 Relationship　between　the　cycle 　oi　clinical　symptoms 　and 　spiny

lobster　net 　fiChing　season ．

一 一→ Time （07cl   k）

0　 　　 　　 　　 　 　　 　　 6 12 18 24

OperatiQn　of
spiny 　lobster
看shing

Conec童ioη of

catches

　　　　　　　L

愚 孟。gl

net −
retriev ・
ing

N 。K Cough　　　　　　　　　　　　　IAR
一

　　　　i　　 LARResplratory
sym μom 1・K Co  h　　　　　　　　　　　 IAR LAR

Nasa1 （什 ） （卦 ） （＋）

Eye （卅 ） （卅 ） （琳 ）

Skin （卅 ） （卅 ） （柵 ）

　Fig，2，　 Cycle　of　clinlcal　symptoms 　in　a 　day　by　re罫nGv ｝ng 　the　soft　cora 董，　benゴπ〕nOphth ）znipmniaz ，　out 　of

lobster　nets．

Table　 2Ciinical　featvres　of 　two　patients　with 　bronChial　asthma 　caus θd

　　 by　a　seft　ceral ，　DendrenePhth｝u　nimPonica

CasesAgeSex 　　Typeof
　asthmaSeverityORsetOccupatio

・
na ユperiodPasthlstoryFa

翻 liaIhistorySteroiddependent
懿 器

N ・K28MAtOPlcParoxysmal
SeaSDnaiSevere6year

§

ago
10ve菰 rs　　．

A ！lergicrhi
ロ it童sU

就 icarlaAsthmaUrticaria
（一） （

一
）

1 。K
　　　　　ト

45FAtoplCParoxysma 【

Seasona】
Severe5yearsagO 9years 　 U跳 icaria

と

（一） （一） （
一

）

VF サ カ との 接触 は な く，上記の 諸症状は全く認め ら

れない ．ス テ ロ イ ド依存性は な く，ア ス ピ リ ン 喘息 も

ない ．

　既往歴 ：乳幼児期か ら高等学校卒業ま で は ，気管支

喘息，鼻 ア レ ル ギ ー，ア ト ピ ー皮膚炎，ア レ ル ギ ー
性

結膜炎 の 既往は な か っ た． エ ビ，カ ニ に よる食餌性 蕁

麻疹は 発症 した こ とが あ る．そ の 他 は 特記すぺ ぎ既 往

症は ない （Table　2），

　家族歴 ：母親が サ バ ，イ ワ シ に よ る 蕁麻疹があ る．

母方の 曽視母が気管支喘息で あ っ た ．そ の 他は ア レ ル

ギ ー疾患の 家族歴 な し ．

　来 院時 理学 的 所見 ：身長 176cm ， 体重80kg ， 体温

36．2℃ ，脈拍98／分，呼 吸 数 24／分 血 圧 129／76  Hg，

体格，栄獲ともに 良好 ， 意識清現，貧血 な し，黄疸や

チ ア ノ
ーゼ な し．眼球 結膜 の 充血 ，眼 険結膜の 充血 と

種脹，鼻粘膜 の 充血 と腫脹が 著明 に 認め られ ， 手及 び

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

342 腔 腸動 物 ア カ トゲ ト サ カ に よ る ア レ ノレ ギ ー
症状

T ・b】・ 3All ・・gl・ 1・b・・at ・・y　d・t・ ・f　tw。 ・・thmat 孟・ p、tl，。t、　ca 醐

　　　　　 by　a　soft 　cora1 ，∠）endronOPhth ）U 刀 ゴppaniα a

Ca3es N ・K 1 。K

Immed ［aしe

　 skh 　 rea α io冂
　（Scratch　test）

lHousedust

　　C（｝ttonlRagw

衄
：

　 Cedar　 po】len

　 Moulds

（＋ ）

（十 ）

（
一
）

r　　　　LF
　一　　ト、　　　〆
「　　　丶
k
｝

ノ

Hou 鎚 dust

Cedar　PQIien

Pine　po 目en
∩
しottonSi1

武

（十）

（十 ）

（十）

a ）

（＋ ）

　　　　　　　　　lBI。。d
Eosinocv 匸e

． no 〆mm3 488 938
　　　F「
　　　　Sputumno ノ

「
1F 20〜30〆

’
a 轟eld 1− 2／a 丑e】d

IgE （RIST ） Iu！m1 工259 50

IgEでRAST ）
　 SCore

．

：

1

SO歪t　 coral

HOuse　dust

MiteC

せdar　p。11en

4300

House　duきt
MiteCedar

　poロen

ooo

RagU・eed
MouldsLobster

O　　 Ragweed

O　　　真｛OU 壼ds
l　　 Lobster

IgG　4〔ELISA ） mg ！d1 170 53

0

 

【
U

前腕 に 湿疹様 の 皮麿炎 を認 め た．胸部聴診上，心 音 正

常，呼吸音 は 著明 な 呼気延長及び全肺野に 高度 の 乾性

ラ 音を聴取 し た．腹部 に 異常所見な く，神経学的 に も

異常を認め な か っ た．表 在 りγ パ 節を触 れなか っ た，

　来院時
一一
般 検査成績 ：血 算 で は 白血 球 9600と軽度増

加がみ られ た が 貧血所見 な く
，

血液生化学 で は 中性脂

肪 と コ レ ス テ 卩
一ル が軽度増加がみ られ る他 は異常は

なか っ た．血 清蛋白分画 で 異常 パ タ
ー

ン は 認 め ら れ な

か っ た，CRP （一）．赤沈正常 ， 換気機能で は 1秒率

56．7％ と低 下 し，閉塞性 障害 が 認 め られ た．動脈血 液

ガ ス 分析で は大気下 で PaO268．4，　PaCOi 　44　．8Torr と

低酸素血 症を認 め た．胸部 X 線写真 で は 両側下肺野に

線網状陰影，小粒状影が認め られた．末檎血中好酸球

増 多 は 認 め ら れ な か っ た が 喀痰 中好酸球 は 1 視野

2a−−30個 と多数認め られ た．曙痰培養で 有意の 菌 は 検

出 され な か っ た．心電図 に 異常を認め な か っ た、

　 ア レ ル ギ ー
学的検査結果 ：即時型皮膚反応は ハ ウ ス

ダ ス ト と綿 が陽性で あ っ た ．末檎 血好酸球数 は 488個／

 
3，喀痰暢 嚇 は 覡 野 20− 30優 雛 で あ っ

た．血清 夏gE （RIST ）は 12591Ulml，抗原特異的 IgE

抗体 は ハ ウ ス ダ ス トが RAST 　score 　3，エ ビが score 　1
で あ っ た、

　ア カ ト ゲ トサ カ 特異的 IgE 抗体は 生理食塩 水抽出

分画 の 分子量 500GO以 上 の 分画 で RAST 　score 　4，分子

量 IOOOO〜5GGOOの 分画 で RAST 　score 　3で あ っ た．

　 MAST に よ る 35種類 の 抗原 に 対す る特異抗体検索
で は ハウ ス ダ ス トと ＝ ビが ク ラ ス 1 で あ っ た ．総 lgG4
抗体 は 170mg／dl と高値 で あ っ た （Table　3）．ア カ トゲ

トサ カ 生理食塩水抽 出分画 を ト リ イ 診 断 用 ア レ ル ゲ ン

希釈液で 100碚 か らlooooooneza 度 まで 10倍希釈系列 で

皮内反応 を実 施 し，15分 後 判定 し た 即 時 型 反応 を

Table　4 に，48時間後 に 判定 した遅延型反応 を Table

5 に 示 し た．即時型反応は 分子量 10000 か ら5 000の 分

画 （蛋 白量O．38mg ／ml ） で は 症例 1　iよlooene希釈液で

陽性，分 子量50000以上 の 分画 （蛋 白量 1　．　S8mg ／ml ）で

は 100 00碚希釈液 で 陽性 で あ っ た （Table　4）、遅延型

反応は 分子量 IGooeか ら50000の 分画 （蛋白量 0．38mg／

ml ）で は loeOOde希釈液で 陽性 で あ っ た．分子量50000
以上 の 分画 （蛋白量 138mg ／m1 ）で lt100000  陪液で 陽

性で あ っ た．症例 1 の 遅延型反応 は 即時型反応と比較

し，局所 の 発赤腫脹は軽減 す る こ と な くT 強 い 掻痒感

を伴 っ て い た （Table　5），

　小括 ：本例 の 症状発現に は 上記の よ うに い くつ か の

特徴が認 め ら れ る．イ セ エ ビ漁期と一致す る年内サ イ

ク ル ，捕獲物 の 中で は ア カ ト ゲ トサ カ 量依存性 に 発症

す る．捕獲物を網か らは ずす作業時間 と関連する
一定

の 日 内サ イ ク ル で 発症す る．漁期に お ける鴫 息発作症

状 の程度と頻度 は 日本 ア レ ル ギ ー
学会成人気管支喘息

重症度判定基準9）
に よ る 重症で ある， ト ゲ ト サ カ 生食

水抽 出 分画 に よ る皮内反応 は 即 時型 も 遅延型 も陽性で
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Tab ］e　4　　1nimediate　type 　skin 　reacti   n 　with 　the 　seft 　eoral 　extract

MOIeCUIar　weig 翁t　be霍ween 　l 000　and 　50  DO　 i　 　 MG 】eCl1！ar 　Wei 蓼ht　Over 　than　50000
　　　　　　　　　（Pro乳ein 　O・381皿 9／mD 　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　（Protein　1・3811羽9／ml ♪

Diutlon 　　　　　　F
　 　 　 　 　 　 l

醤 ・Ki 互・K
　　　　　　…
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  CCupation （10　cases ）
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瀏謙 i四

’K1 ・K
。鑑臨。織 靆 、

…
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8X 昌 8 × 8
（
一

）
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冊
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一
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一

） （一） N ．D． N、D ．

N．D ．； not 　deter聖nined ．

Tabie 　s　 Delayed 　type　skin 　reaction 　 wlth 　the　soft 　 coral 　ex しract

Mo ！ec 巳｝ar 　weiHht 　betw  n 　10000　and 　50000
　　　　　　　　　（Prote孟n　O　38mg 加 1）

Molecu ［ar 　wei 暮ht　over 　than　5 000
　　　　　（PrOtein　1，383ng！m 】）

DiluヒionN
・K

　　　　　 ヨ

レ ・i。灘器識 瓢
　　　　　 1

Hea辻hysubj
  ts

（5ca 昶 s）

聾 ・K1 ・KAsthma
　 with 　other

OCCupa しi  n（10　ca繝 ）

Healthys
両 ects
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16x1216 × 161　　　　　　1 N ．D．
21x15
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一
）lo

一宕
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（
一
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一
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16× 16
（
一
）1G

−340
× 3430x30

（一）
　　　　　　　　　　　 1

（
一
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（
一
）
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〔
一
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（
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（一） （
一

）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（
一
）　 i （一）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

14× 12
（一） （一） （一）10一さ
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一
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）
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（
・一
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一
）

　　　　　　　　　　　ヨ
25× 20

N ．D．三not 　determined．

あ っ た．血 清中 ア カ ト ゲ ｝サ カ 特異 IgE抗体は分子量

50000以 上 の 分画 で は RAST 　score 奴 1？．5PRU ／ml ），

10000〜50000の 分画で は RAST 　 score 　 3 〔10．OPRU ／

ml ） で あ っ た．

　症例 2 ．1．K ．，45歳女性 ， 職業 ：漁師

　圭訴 ：咳嗽，喘鳴を伴 う呼吸困難 ， く し ゃ み ， 鼻汁，

眼球結膜及び眼験結膜 の 充血 と癰痒を伴 う皮膚炎．姻

頭の 刺激感．

　現病 歴 ：患者は 9年前 （36歳） よ りイ セ エ ビ 網漁業

に 従事 し
， 就業直後 か ら鼻症状，眼症状，皮膚症状 が

認 め られ た が ， 4年後 よ り気管支喘息発作が発症 し，

発作季節 は 毎年 9 月 】 日か ら翌年 の 4 月15 日 ま で の イ

セ エ ビ網操業期 と 明 確 に
一致 し， 4 月 16E よ り 8 月末

日 ま で の 禁漁期 に は 発症 し ない （Fig．1），ア カ ト ゲ ト

サ カ が捕獲 さ れ て い ない 日に は 喘息発作は 発症 しな い

が ， 網を充分に水洗 して い な い 場合 に 補修作業に よ っ

て も咳嗷が お こ る こ と が あ る．咳嗷，鼻症状，脹症状，

皮膚症状は 捕獲物 を網 か らは ずす作業開始 と と もに 発

症す る が喘息発作は 作業終 了前後 か ら喘鳴を伴 う呼吸

困難発作が お こ り ， 19時頃か ら 再 び強い 喘息発作が お

こ る （Fig．2）．漁期 の 気管支喘息症状の 程度 と頻度 は

重症で ある，イ セ エ ビ禁漁期 に は 家事に専念する が，

こ の 期間 は 上記症 状 は 全 く認め ら れな い ．職歴 は 9年

で 罹病期間 は 5年 で あ る．す なわ ち就業 して 4 年間 は
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ー

症状

気管 支喘息症状 は 認め られ な か っ た ．ス テ 卩 イ ド依存

性 は な く，ア ス ピ リノ 喘息もな い （Tab ］e　2）．

　 既往歴 　乳幼児期 か ら40叢 に 至 る まで 気管支喘息，

鼻 ア レ ル ギ
ー， ア ト ピ ー皮膚炎．ア レ ル ギー

性結膜 炎

の 既往 は なか ・っ た。サ バ に よ る蕁麻疹が稀に あ っ た ．

そ の 他 は 特記す べ き既往症は ない （Table　 2）．

　 家族 歴 ： ア レ ル ギー
疾患の 家族歴 は な い ．

　 来院時理 学的所 見 ：身長 152cm，体重 49kg．体温

36．3℃，脈拍78！分，呼吸数 181分，血圧116165mmHg ，

体格，栄養中等度 ， 意識濤明，貧佃 な し、黄瘟な し，

チ ア ノ ーゼ な し．眼球結膜の 充血 ，眼験結膜 の 充血 と

腫脹 ， 鼻粘膜の 充血，腫脹 が 認め られ ， 手及 び前腕 に

湿疹様 の 皮膚炎 を認め た．表在 V ン パ 節を触れ なか っ

た．胸部聴診上，心音正常，呼吸音は全肺野 に 乾性 ラ

音を聴取し た．腹部に 異常所見 な く，神経学 的 に も 異

常を認め な か っ た．

　 来院時
一
般 検査成績 ： 血算，検犀，血液生化学 で 特

に 異 常 は な い が 白血球分類 で好酸球増多がみ られ た

（14％ 1938 個／ 
3
）．蜻 蛋 白頒 で 異 常パ タ ーン は

認め ら れ な か っ た．CRP （
一

），赤沈正常．換気機能で

は 1秒率60％ と低下 し，閉塞性障害が認め られた ．動

脈血液 ガ ス 分析 で は 大気下 で PaO272 ．OTorr と低 酸

素血症を認め た ．胸部 X 線 写 真 で は 両 側 下 肺野 の
一

部

に 小粒状影が認め られ た ．細菌学的検索 で は 喀癈培養

で 有意 の 菌は 検 出され なか っ た．心電図 に 異常所見を

認め なか っ た 、

　 ア レ ル ギ ー学的検査結果 ：症例 2 に お け る 即時型皮

膚反応 は ハ ウ ス ダ ス ト と杉花粉，松花粉，綿，絹 が 陽

性 で あ っ た．末梢血 好 酸球数 は 938個！Mm3 と高値 で

あ っ た が，喀痰中好酸球 は 1 視 es　1 〜2個 で あ o た ．

血清 IgE（RIST）は 501U／ml と低値で ，抗原特異的 IgE

抗 体 は 検 索 し 得 た 15種 類 の 吸 入 抗 原 に つ き全 て が

RAST 　score 　Oで あ っ た （Table　3）．　 MAST 法 に よ り

35種 類 の 抗原 に つ い て 特異的 IgE抗体 を検索 した が

全 て MAST ク ラ ス O で あ っ た， こ れ ら の 中に エ ビ も

含 まれ て い た ．wa　lgG4抗体 は 53mg ／diと正常値で あ っ

た．

　 ア カ トゲ トサ カ 生理食塩水抽出分画を ト リイ診 断用

ア レ ル ゲ ン 希釈液で 100培 か ら1000 00培濃度まで 10倍

希釈系列 で 皮内反応を 実施 した ．即時型反応 は 分子量

10eOOか ら5 eoOの 分画 で は 症例 2 は 1000倍希釈液で陽

性，分子量 50000以 上 の 分画 で は 100eee希釈液で陽性で

あ っ た （Table　 4）．遅延型反応 は 分子 filOOOOか ら

50000の 分画 で は IOOO倍希釈液 で 陽性 で あ っ た ．分子 量

5000GLA上 の 分画 で は 1000倍液で 陽性 で あ っ た．

　 小括 ：症例 2 の 症状発現は イ セ エビ漁期 と一
致 して

い る．ア カ ト ゲ トサ カ が捕獲さ れ た 日 に 発症 し，そ の

捕獲量 が 多 い 時 に 症状は 増悪する．捕獲物を網か ら は

ずす作業時間 と関連す る 日内 サ イ ク ル で 発症す る．漁

期の 喘息症状の 程度 と頻度 は 重症 である．ア カ ト ゲ ト

サ カ 生食水 抽 出 分画 に よ る 皮 内反応は 即 時型，遅延型

共 に 陽性 で あ っ た ．

　 2）対照 10症例 と健常者 5例 に お け る 皮 内反応成績

　 症例 1，症例 2 に 実施 した ア カ トゲ トサ カ 生食水抽

出分画 に よ る 皮内反応を他職種 の ア ト ピ ー型喘息IO症

例及 び健常者 5 例 に 実施 し た．即時型 反応 は 分子量

ユOOOO か ら50000の 分画 （蛋白量 O．38mglml ） で は 対照

10症例 で は 100陪希釈液 で 10例中 1例が陽性 で あ っ た

（10％），健常者 5例 は IOO倍希釈液 で全例が陰性 で あ っ

た ，分子量50000以 上 の 分画 （蛋白量 1．38mg ，

／m ］）で は

即 時型反応は 他職種 の 10症例 で は 100倍 希釈液 で 3 例

が 陽性 で あ っ た （30％），健常者 5 例 は 全例 が 陰性 で

あ っ た （Table　4）．遅 延 型 反応 は 分子 量 10000か ら

50000の 分画 〔蛋白量 G．38mg！m1 ）で は 対照 10症例 で は

100倍希釈液で 全 例陰牲 で あ っ た．健常者 5 例 に つ い て

も同 じく10 倍液 で 全例が陰性 で あっ た．分子量 50000

以上 の 分画 （蛋 白量 1．38mg〆ml ）で は 対照 10症例 は 全

例陰性 で あり，健常者 5例 も全例陰性 で あ っ た （Table

5）．

　 3）同業老 に お け る ア ン ケ
ー

ト調査成績

　同 業者72例 の 症状発現状況 は 呼吸器症状 で は 咳嗽16

例（22％）， 気管支喘息発作 7例 （9％）で あ り， くし ゃ

み ，鼻汁は 28例（39％），捕獲物 と の 接触部位 で あ る 前

腕及 び 手の 癰痒を伴 う皮 膚 の 炎 症症状 は 72例 中全例

（loe％） に 認 め られ た．作業に よ っ て 捕獲物 の 飛沫が

眼 に っ い た 場合 ， 眼険踵脹 ， 眼験結膜及 び 眼球結膜の

充血，流涙，癢痒 な ど の 結 膜 炎 症 状 は 72例 中全 例

（100％）に認め られ た （Table　1），皮膚症状 と眼症状

は 接触 に よ り100％の 発症率で あ る が，症状 の 程度 に は

個人差がみ られ，鳴息症例 で は 鼻症状 ， 皮膚症状，眼

症状 は 共 に 強 く発現する傾向が み られ る．

考　案

　 ヒ トを囲む 自然環境 で，大気中に 飛散し ， 経気道的

に ヒ トを感 作す る 天然物質は 花粉，昆虫，ダ ニ ，真菌

な ど多 くの 報告 が な され て い る が，海洋生物に よ る感
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靉
　Fig，3．　 Appearance 　of　soft 　coral

，
　Dend 尹

’
onOphth ．

夕α 咒 吻 o痂 cα ．

f の 報告 は 城 らの ホ ヤ 喘 息
D一噌

な ど に 限 ら れ て お り，

こ れ ま で 明 らか に され た 抗原 の 種類は少な い よ うで あ

る．

　一一方，浅井らが報告 し た 有毒 プ ラ ン ク トソ に よ り惹

起される赤潮喘息は感作 と は 異な る トキ シ ン の 直接作

用 に よ る気管支喘息発作誘発を示 して い る
5）6）．す なわ

宅 こ の 赤潮 ト キ シ ン は 気道平滑筋 の 副交感神経終末 の

猟ユ チ ャ ン ネ ル h ゲ ー
トを刺 激 して 気道平滑筋を収縮

させ る こ とを明 らか に し て い る
6＞

．

　わ れ わ れ は 最近 ， 毎月 9 月 1 口の 解禁か ら翌年 4 月

15日 ま で の イ セ エ ビ 網漁期 に 発症 し，網 に 捕獲 さ れ た

ア カ トゲ トサ カ を網か らは ずす作業を した 日 に 発症す

る気管支喘息症例 を経験 し た ，Fig．1 と Fig．2 に 示 し

た よ うに
， 発症 の 年内サ イ ク ル と 日内サ イ ク ル の 特 徴

か ら，咳嗽，鼻症状．眼症状 i 皮膚症状の 大部分と ，

喘息発作 の うち IAR と し て 観察 され た 症状 の
一部分

は ア カ トゲ トサ カ が外分泌す る トキ シ ソ 様物質の 直接

作用に よ る もの で は な い か と推測 され る ．今後生理作

用機序を 明 らか に す る 予定 で あ るが，副交感神経刺激

性 ，
コ リ ン 作動性 の 生理 活性物質で は な い か と考え ら

れ る．こ の 点に 関 し て，浅井 らの報告
5）6）e： よ る赤潮 プ

ラ ン ク ト ソ ・トキ シ ン に よ る気管支喘息発症 の メ カ ニ

ズ ム は トゲ トサ カ に よ る IAR 症 状 の 原 因物質 の 検索

に深い 示唆を与 え る もの で あ る．
一方 ， 症例 1

，
2の

IAR と LAR の 出現及 び皮内反応 の 成績，加えて 症例

1 の 血 清中 に 確認 さ れ た RAST に よ る ア カ ト ゲ ト サ

カ特異 IgE 抗体 の 存在か ら ア カ ト ゲ トサ カ に は ヒ ト

に 対す る感作原性物質が あ り， 経 気道的 に あ る い は 経

皮的 に 曝露，接触 され る こ と を繰 り返 し て感作さ れ る

可能性が認め られ る．こ の 点を明確 に す る た め
，
RAST

法 に よ り多 数症 例 の 血 中 ア カ ト ゲ ト サ カ特 異的 lgE

抗体を 検索中 で あ る．

　職業 ア レ ル ギ
ー

に お け る発症 は 就業 し て幾莫 か の 無

症状 期間 （感作期間 ， す な わ ち 職業性 抗原 に 対す る免

疫応 答準備期間） を経 て 発症 に 至 る．す で に そ の 抗原

に 感作 が 成 立 し て い る 時 ， あ る い は刺激 囚チ の 直接作

用 があ る とぎは就業直後か ら発症す る，症例 1 は 10年

前 （18歳） よ り イ セ エ ビ 網漁業 に 従事 し，就業直後か

ら鼻症状，眼症状，皮膚症状が認め ら れ た が， 4 年後

よ り気管支喘息発作が発現 し て い る．同様に 症例 2 に

お い て も 4 年 の 感作期間が認 め られ る （Table　2）．ア

カ トゲ トサ カ を イ セ エ ビ 網か ら外す 作業 に よ っ て 飛抹

物 に 含 まれ る 感 作 原性 物 質 が 経気 道的 に 反 覆 吸 入 さ

れ， こ の 期間 こ れ らの 症例 を感 作 した と考 え られ る．

気管 支喘息症例 は ア カ ト ゲ ト サ カ に よ る鼻症状，皮膚

症状 ， 眼症状 も喘息が な い 同業 者 よ り，
は るか に 強 く

認 め られ た ．従 っ て こ れ ら の 症状に もア レ ル ギ ー症状

の 部 分が あろ うと推察 され る．症例 1， 2 に お け る気

管支 喘息症状 は 経年 的 に 漸次 増悪す る傾向 が み られ ，

イ セ エ ビ 網漁就業以前 は小児期よ り気管支喘息 ， 鼻ア

レ ル ギ ー
t ア ト ピ ー皮膚炎， ア レ ル ギ ー性結膜炎 の 症

状は無か っ た．こ れ らの こ とも ア レ ル ギ
ー
感作を裏付

け る事 と考え られ る．ア カ トゲ トサ カ 生理食塩 水抽出

分画 に よ る皮内反応 に お い て ，Table　4 に 示す よ うに ，

即時型反応 は イ セ エ ビ漁師 で あ る 症例 1
， 症例 2 の み

な らず ， 他職 業 の ア ト ピー型喘息症例 10例 中 3例が陽

性 で あ っ た．しか し， イ セ エ ビ 漁師症例 1，症例 2 の

即時型反応 は 他職業 の 喘息症例 の 即時型皮内反応 と比

較 して は るか に 強い ，し た が っ て こ の 水溶性分画に は

ヒ ト を感作 し，即時型皮内反応 に 関与す る液性 抗体 を

産生 させ る 可能性 も考 えられ る．こ の感作原性 は ア カ

ト ゲ ト サ カ の 水 溶 性 分画 中 の 糖蛋 白 が 疑 わ れ る

th：Le ）11）
， 今後明 らか に して い く予定 で ある．

　 同業 者 に お ける発症状況を ア ソ ケ
ー

ト調査 した 成績

で は
， 皮膚症状 と眼症状が同業者に 100％発症 して い る

の に 対 し て ，気管支喘息症例 は 僅 か 9 ％ で あ る 点 は 興

味深 い （Table　1）．ア カ トゲ トサ カ が もつ と思われ る

トキ シ ソ が全 て に 眼 ， 皮膚症状を直接発症させ る が，

こ の 中で ア レ ル ギ
ー

素因を持 つ 者 の み が感作され ， 喘

息 症状 に ま で 至 る もの と考え る こ と が で ぎ よ う．

　 ア カ ト ゲ ト サ カ ， soft　 coral ， ヱ）endronePhthJa

niPPonica （Fig．3）の 分類学上 の 位置 は 無背椎動物，

腔 腸動物 門，花虫綱，八 放サ γ ゴ 亜 綱，ウ ミ ヶ イ F ウ

目，ウ ミ ト サ カ科に 入 り， 本邦 で は 相摸湾以南 の 太平

洋岸に分布 し ，
ポ リ プ の 骨 片 は 橙赤色 で ，下柄部 の 骨
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片 は 小 さ い 星状ない し不規則型で 枝茎 は 灰白色，底部

は赤 く彩 られ て い る．波の 荒い 外海岩礁 の 低潮線下 に

付着 して い ／
”

12 ）！3］．本邦周辺海域 に は 多種 の 腔腸動物

が棲息す る と 考 え ら れ，こ れ ら に 接触す る 機会は増え

ると予想され る．

　宮崎県 に お け る イ セ エ ビ 網 は 東海岸 よ り5 マ イ ル 即

ち約10km 沖 の 水 深3Gm か ら70m の 海底 に 沈 設 され

る．　ト ゲ トサ カ は い つ 頃 か らイ セ エ ビ 網 に 捕獲さオしる

よ うに な っ た の で あ ろうか。1900年前後 に は ，す で に

イ セ エ ビ 網 は 操業され て い た とい わ れ る が，当時ぱ海

底に 棲息する b ゲ トサ カ は捕獲され て い なか っ た と い

わ れ る，近 年，船舶 エ ン ジ ソ 機種 の 進歩改良 に よ り，

短時間 で 長距離 を移動 で きる よ うに な っ た．一
方，網

の 材質 と製法の 向上 に よ り，水深50m 以上｝こ 沈設で き

る よ うに な り．約10年前か ら トゲ 十サ カ が イ セ エ ビ と

共 に 大量 に 埔獲 され る よ うに な っ た． こ の よ う に 機械

文明 の 発展 に 伴 っ て ，それまで 接触す る こ との なか っ

た 自然界の 抗原 と の 接触 は 今後も 可 能性 が考 え ら れ

る．こ の 見地 よ り ， 本 ア レ ル ギ
ー

は
， 作業構造の 変化

に よ っ て 生 じた 職業 ア レ ル ギ ー
で あ る．海洋生物特 に

免疫系を もた な い と され る 無背椎動物 に 含 まれ る 天然

物質，高分子成 分に は ，生体防禦に 関連す る興味深 い

活性，す なわち抗菌性 t 抗腫瘍控，抗疑血駐などさま

ざま な 生 理 活性物質が報告さ れ て い る b：te
闇lfi｝，ヒ トに

対する感作原性物質や コ リ ン 作動性毒素な どが存在す

る可能性 が 疑 われ る．こ の 点 に 関 して は 今後明 らか に

す る必要がある．

結　語

　 1）われわれ は イ セ エ ビ網漁師 に 発症す る 7 カ ト ゲ

ト サ カ に よ る 気管支喘 息の 2 症例 に 慶遇 し
，

ア レ ル

ギ ー
学的検討を加え，同業者 72名 に つ い て も調査 し，

それ ら の 概要を報告し た，

　2＞宮崎県 に お け る イ セ エビ網漁業従事者 の 呼吸器，

鼻，眼，皮膚症状 は ア カ ト ゲ トサ カ に よ る職業性 ア レ

ル ギ ーと考え ら れ る．

　3＞ ア カ ト ゲ トサ カ は ヒ トに 対し，感作原性 と直接作

用 を共 に もつ もの と考 え られ る．

　4）イ セ エ ビ 網漁業従事者 に み ら れ た ア カ ト ゲ トサ

カ に よ る ア レ ル ギ
ー

は 船舶や 網 の進歩に よ る作業構造

の 変化 に よ っ て 生じた 職業 ア レ ル ギ ー
で あ る．

　稿 を終え る に あ た り，分 類 学 上 の 同 定 を 御指 導載い た 宮

崎 県 水産 試 験所 成 原淳
一
技官，宮崎大学農学 部 水 産増殖索

科 青末宙 助 教 授 に 深謝 致 し ます．

本 論 文 の 要 旨 r±za　1 回 fi本 ア レ ル ギ
ー

学 会 春 季臨床集会

（19S9年 4 月，東京） に お い て 発表 し た．

文　献

1） 城　智 彦，勝谷　隆，猪子 嘉生，大塚　正，鹿内

　　喜佐男、他
’
広島県下 の か きの む き身業 者 に み ら

　　れ る喘 息様 疾患 （か きの 打 ち子喘息）に 関す る 研 究

　　第 1報 ア レ ル ギー 13，88−99、1964．
2）城　智彦，大塚　正，勝 谷　降 ：か きの 打 ち子喘息

　　 に 関 す る研 究 　第 3報 減感作療法 の 効果 に つ い

　　 て．ア レ ル ギ ・．14、553−558，1965．
3） 城　智彦，勝谷　隆，大塚 　正 ：ホ ヤ 喘 息 に 関 す る

　　研 究 　第 8 報 真珠 養 殖 従業 者 に み ら れ た ホ ヤ 喘

　　息に つ い て．ア レ ル ギ・．一16，668−672，1967，
4） 城　智 彦 ，勝 谷　降，大塚 　正 ：か きの 打 ち 子 喘 息

　　（ホ ヤ 喘 息 ），症 例 を 中 心 に ，Medicina 　 3，
　 　 1486−149 、　1966．
5） Asai，　 S、，　 Krzanowski，　 J．J．，　 Anderson，　 W ．｝｛．

，

　　Martin，　D．F．，　Polson，　J、B ．，　et　al．：　Effects　of 　the

　　toxin 　of 　red 　tide，　PtychoclLscus　brevis，　on 　canine

　　trachea ユ　smooth 　muscle ；　a　possib玉e　new

　　asthma ・triggering　mechanism ．　f，　A　Ue，gy　Clin．

　　fm〃！itnol ，69，　4王8−428，　1982．
6）・Asal，　S．，　Krzanowski，　J．J．，　Lockey ，　R．F．，

　　Ande ；sen ，　W 、H ．，　Martin，　D 　F．，　et　al、： The 　site

　　of　action 　 of　 ptychodSscus　brevis　 toxin　within

　　the　parasympathetic 　 axonai 　sodium 　 channel 　 h

　　gate　in　 airway 　smooth 　muscle ．　／．　 A 　ttergy　Ctin．
　 　Immunoi ，ノ3，　824−828，　1984．
7） 石 崎　達 ：即 時型 皮内 反 応一陽 性 判 定 基 準 を 中 心

　　に して ．　ア レ ル ギ ー 12，14−3〔〕，1963．
8） 石 埼 　達 ： ア レ ル ギ

ー性 皮 内反応 の 本 質 と そ の 応

　　用．日 本 医師 会 雑 誌 62，？61−772．1969．
9） 日本 ア V ル ギ

ー
学会成 人気管支喘息重症度 判 定 基

　 　準．ア レ ル ギ
ー 32，1186−U99Fl983 ．

IO） 山 村 雄
一

（監 ），右 田 俊 介 （編 ）：免疫 化 学 （医 化 学

　　実験 法 講座 〉．中 山 書店，東 京，pp．249
−255，1970．

11）橘　武彦 ：免疫学へ の 招待．日本評論社，東京，pp．

　 　26−44，　ま986．

12） 内海冨士 夫 ：原色 日本 海岸動物 図 鑑，7．89 ユ3．保

　　育 8ヒ，　大 阪，　pp ．11−15，1975．
13）内 田 　亨（監），馬場静夫 （編）：無脊椎動物 A （現

　　代生物学大系 1 ）．中山 書店，東京，p．68
−86，1970．

14）Simlzu，　Y ．　and 　Kamiya
，
　H ．： Bieactive　marine

　　biopolymers，　ln “Marine 　Naturai　Products”（P．

　 」、Scheuer，　ed　．），　Academic 　Press，　New 　York、　pp．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofAllergology

SigreIre 34-7

   391-427, 1983,

15) Kamiya, H., Murarnoto, K, aRd  Ogata, K,:

   Antibacterial activity  in the egg  mass  of a sea

   haTe, E)rPen'entia 40, 947-949, 1984.

16) Kamiya, H. Murameto, K. and  Yamazaki, M,  :

   A  plysianin-A, an  antibacteria]  and  antineoplas･

   tic glycoprotein in the albumin  gland of a sea

   hare. Ap(ysia Kurodai ETPeientia, 42, 1065-lg67,

   1986.

I7) X#EJi<e5 : ;kiagSorefi  ig th <･ o<.  
"7

 tz ,v

   \-#odia{"  (&mgts  zz). a*`Drstt, mth,
   pp, 11fi-139, 1980.

REDsoF"rCORAL･INDUCEDALLERGICSYMPTOMSOBSERVED  INSPINYLOBSTERF!SHERMEN

                             Reiko Onizuka and  Kenjiro Inoue

                        ?"btiattal SgTnaton'um Miyazaki-Higashi Haspitat

                                    Hisao Kamiya

                          71he Fisheries Fbcully of Kilazato Clnive,sdy

   Among  spiny  iobster fisherrnen on  the Paeific eoast  of Miyazaki Prefecture, the authors  found two  cases  with

bron chial asthma  due to occupational  sensitization  with  red  soft cora}s  (Dendronoph thytia nipmnica).  In this report

are  presented these two  cases,  and  the results  of further im'estigation from allewfc  viewpoint  on  72 subj  ects  of  the

sameoccupatlon,

   Ameng these fisheTmen, such  symtoms  as sneezing,  nasaS  discharge, cough,  asthmatic  attacks,  conjunctival

hyperamia, and  dermatitis on  removal  ef catches  (red seft  eora!s>  from a dragnet were  seen  during spiny  lobster

fishing season,  from September to mid-April.

   These symptoms  did not  develop on  days when  no  soft corals  <marine coelenterate)  were  caught  in the lobster

net. Frorn a survey  conducted  with  questionnaires all subjects  of fishermen had  conjunctival  and  skin

manifestatio"s,  9% of thern had brenchial asthma  and  399C/ oi thern cemplained  ef symptorns  of rhinitis  on  exposure

to red  soft  corals. Intracutaneeus test with  red  seft coral  extract  in the asthmatic  fishermen showed  strongly

positive for immediate and  delayed type reactions,  whereas  in ten asthmatics  engaged  in other occupation  negative

for delayed reaction  and  occasionally  positive for immediate reaction.  And  in all  of  five healthy subjects  the

cutaneous  reaction  of  both types were  quite negatiye,  These findings suggest  that red  soft corals are  both allerzgenlc
and  irrltating to humans. The allergic  reactions  due to red  soft  cerals  are  censidered  to be a kind of occupational

allergy that has arisen from alterations in werk  e[mdition,


